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　国連が掲げる持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け、内閣府が優れた取り組みを進める
自治体を選定する2023年度の「SDGs未来都市」に、大田区が選ばれました（5月22日）。また、
その中でも特に優れた取り組みを行う「自治体SDGsモデル事業」にも選定され、いわゆる
「ダブル選定都市」となりました（1788都市のうち、ダブル選定都市は60都市のみ）。 
　今回の提案の全体像では、2030年の目指すべき姿として、「新産業と匠の技が融合するイノベー
ションモデル都市」を提案し、区が誇るものづくり産業と、先端技術で生み出した新製品などを
通じて区民生活の質の向上や脱炭素を目指しております。また取り組みを推進していくため、オリジ
ナルロゴマークの作成を手がけるとしています。

大田区が、「SDGs未来都市」および
「自治体SDGsモデル事業」にダブル選定！

［お問合せ先］  企画課  03－5744－1444 詳しくは、こちらをご覧ください
大田区のSDGs未来都市提案に

関するショート動画

［お問合せ先］  企画課  03－5744－1444
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　大田区と川崎市、東京都の三者は、産業競争力の維持・強化、エネルギーの
安定供給およびカーボンニュートラルの実現に有効な手段である水素等につ
いて、三者が連携・協力して利活用拡大することを目的とし、協定を締結しま
した（6月１日）。 
　今後、空港臨海エリアにおける水素等の供給体制の構築や需要の拡大等に
ついて三者で連携して推進し、首都圏ひいては日本のカーボンニュートラル化
に貢献していくことを目指します。 

水素エネルギーの利活用拡大に向け 
大田区・川崎市・東京都による連携協定を締結！ 
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大田区が、未来に向けて動き出す！大田区が、未来に向けて動き出す！
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大田区議会公明党の公式ホームページは
スマートフォン、タブレットにも対応しています。

私たち区議会公明党の各議員が、担当地域ごとに区民相談を
お受けしております。 いつでもお気軽にご相談ください。 
TEL 5744-1488

弁護士による無料法律相談のご案内
8月を除き、第１・第３木曜日の午後２時より、区議会公明党
控室で開催。当日正午より予約受付（☎5744-1488）を
行っております。★必ずご予約の上、お越し願います。（区議会公明党 控室）

田村 英樹

代表質問

鈴木 ゆみ

一般質問 　　　 大田区を笑顔あふれる元気な街にするために！
　多くの方から賛同頂いた自身の政策「＜仮称＞呑川プロジェクト（沿道を桜の名所にし、出店や
イベントができるスポットを新設、蒲田駅周辺を安心して楽しめる魅力ある街づくりを推進し、観光
誘致を促進する事）」を提案しました。その上で「呑川の水質改善」と地域を元気にする視点から
「観光施策」、「地域通貨」を提案・要望しました。

あまの 雄太

一般質問 　　　 「多様な母子健康手帳・ハンドブック」について
　子育てに配慮が必要なご家庭へ子育てのサポートとなるハンドブックを活用することは発育への
理解を深め、不安の解消に繋がります。そのようなハンドブックを大田区で導入していく考えについて
質問。その１つである、ダウン症児のための母子手帳については今年度中に配布する方向で検討して
いくとの答弁がありました。

ピックアップ

ピックアップ

質問項目 ①母子健康手帳のデジタル化　②母子手帳アプリ　③多様な母子健康手帳・ハンドブック　④高齢者の地域参加

質問項目 ①呑川の水質改善について　②観光施策について　③地域通貨について

　　　 脱炭素社会の実現に向けたまちづくり構想について 
　国が進める水素基本戦略を注視しながら、大田区空港臨海部グランドビジョン2040に掲げる港湾
地区の展望に、区・民間事業者・研究開発機関などの関係主体、また東京都や隣接する川崎市などと
相互に協力体制を構築し、水素の利活用を主軸とした環境負荷軽減、脱炭素に向けた新たな技術革新
を目指すまちづくりの推進を要望しました。 

ピックアップ

　　　 防災市民組織による自主防災体制の強化について  
　発災が危惧されている大規模自然災害に対し、出火しないまちづくりと、防災市民組織による初期
消火活動や防災拠点運営などの強化は、大田区行政が取組むべき急務の課題と考えます。「地域防災
の要」である防災市民組織の強化について、次期大田区地域防災計画の策定に反映するよう強く要望
しました。 
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質問項目 ①区政運営について　②カーボンニュートラルの実現に向けたまちづくり構想について　③観光施策と産業振興について　
④一般介護予防の取組みについて　⑤孤独・孤立対策について　⑥防災対策について　⑦新空港線整備事業について
⑧教育施策について

　6月15日～26日までの会期で、令和5年 大田区議会 第2回定例会が開催され、代表質問に 田村 英樹 
議員が、一般質問には初登壇となる 鈴木 由美 議員・天野 雄太 議員が登壇。各常任委員会では議案審査、
陳情審査、令和5年度補正予算の審査が行われました。主な質問内容は、以下の通りです。

▶
代表質問、一般質問の

内容については、
ホームページで

ご覧いただけます。

大田区議会 第2回定例会が開催されました。

0～2歳の第2子の保育料が無償化！ 10月よりスタート

政策実現力で、着実に前へ

　区議会公明党は、都議会公明党とも連携し、子どもを2人以上持ちたいと願う方の
経済的負担を軽減するため「0歳から2歳の第2子保育料の無償化」を推進してきました。 
　大田区議会 第2回定例会において、認可保育所に通う0～2歳の第2子の保育料の
無償化を行う予算が議決されました。本年10月より実施されることになります。なお、認可
外保育施設等においても、多子世帯支援が拡充されます（詳細は、担当課にお問い合
わせください）。引き続き、子育てしやすい環境の整備を推進してまいります。 
［お問合せ先］  保育サービス課 ・認可保育所の保育料に関すること：03－5744－1280 

・認可外保育施設等の保護者負担軽減補助金に関すること：03－5744－1277 


